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 直線型プラズマ実験装置では、端損失プラズマ

を用いた環状型核融合炉に不可欠なダイバータ

部模擬の実験やプラズマ推進機に関する研究が

行われており、端損失イオン束やイオン温度の制

御が課題となっている。その手段として、イオン

サイクロトロン周波数帯（ICRF）波動による加熱

を用いることが考えられ、その実験が進められて

いる。GAMMA 10/PDX では、端部の発散磁場領

域に設置したアンテナに ICRF 波動を印加するこ

とで、端損失イオンに与える影響を検討している。

発散磁場部における磁場に垂直方向の加熱の効

果は、エンド部で観測されるイオンのピッチ角分

布を計測し、閉じ込め領域のロスコーンの外側の

イオン電流の増大から評価した。端損失イオンエ

ネルギー分析器を用いることでイオンエネルギ

ーとピッチ角分布が図 1に示すような等高線図と

して記述できる。 

これまでの研究では、印加する ICRF 波動の周

波数をアンテナを設置した位置における共鳴周

波数付近の 7.2～11.6MHz まで変化させ、その加

熱効果の比較を行った。その結果、アンテナ設置

位置よりも高磁場側に共鳴層が存在する周波数

で高い加熱効果が得られる傾向がみられた。また、

セントラル部でのプラズマの温度や密度により

エンド部へ流失してくる端損失イオンのピッチ

角分布が変化することも確認された。 

本研究では、エンド部に設置されている二つの

アンテナを用いて ICRF 波動を異なる位相で印加

し、その加熱効果を比較した。その結果、位相の

変化による加熱効果の変化が確認できた。また、

セントラル部でのプラズマ温度の違いによる、イ

オンエネルギーが 1000eV の時のピッチ角分布を

図 2 に示す。プラズマの温度が高いほどエネルギ

ーが 1000eV のイオンが多く、ピッチ角分布のピ

ーク位置が 0度付近によっていることが確認でき

た。このピッチ角分布の変化から、ICRF 波動や

プラズマ条件が端損失イオンに与える影響につ

いて議論を進める。 

 
図1：端損失イオン電流の等高線図 

 
図2：セントラル部のプラズマ温度に対する 

ピッチ角分布の変化  
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